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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水洗便器に洗浄水を供給する水洗便器のタンク構造であって、
　外部の給水源に接続された給水管と、
　この給水管から供給される洗浄水が貯水される貯水タンクと、
　上記給水管から供給される洗浄水の上記貯水タンク内への吐水及び止水を切り替える給
水弁と、
　上記貯水タンクから供給される洗浄水の上記水洗便器への吐水及び止水を切り替えて洗
浄水を上記水洗便器に供給する排水弁と、
　上記排水弁が開弁して上記水洗便器に所定量の洗浄水が供給されている間に上記給水弁
が開弁して上記貯水タンク内に洗浄水が供給される給水弁開弁時間を洗浄水量の異なる水
洗便器や使用状況の必要に応じて変更して調整することができる開弁時間調整手段と、を
有し、
　上記開弁時間調整手段は、上記貯水タンク内に固定された小タンクと、この小タンク部
内に設けられその水位の変動に伴って上下動することにより上記給水弁の吐水及び止水を
切り替えるフロートと、上記小タンクに形成された上記貯水タンクとの第１の連通孔に設
けられ上記小タンクから上記貯水タンクへの洗浄水の一方向の流れを可能にする逆止弁と
、上記小タンクに形成された上記貯水タンクとの第２の連通孔に設けられ且つこの第２の
連通孔の開閉を切り替える切替弁と、を備え、上記切替弁の開弁時における上記第２の連
通孔の開口面積を変更することにより、上記排水弁が開弁して上記水洗便器に所定量の洗
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浄水が供給されている間に上記給水弁が開弁して上記貯水タンク内に洗浄水が供給される
給水弁開弁時間を調整することができるように構成されていることを特徴とする水洗便器
のタンク構造。
【請求項２】
　水洗便器に洗浄水を供給する水洗便器のタンク構造であって、
　外部の給水源に接続された給水管と、
　この給水管から供給される洗浄水が貯水される貯水タンクと、
　上記給水管から供給される洗浄水の上記貯水タンク内への吐水及び止水を切り替える給
水弁と、
　上記貯水タンクから供給される洗浄水の上記水洗便器への吐水及び止水を切り替えて洗
浄水を上記水洗便器に供給する排水弁と、
　上記排水弁が開弁して上記水洗便器に所定量の洗浄水が供給されている間に上記給水弁
が開弁して上記貯水タンク内に洗浄水が供給される給水弁開弁時間を洗浄水量の異なる水
洗便器や使用状況の必要に応じて変更して調整することができる開弁時間調整手段と、を
有し、
　上記開弁時間調整手段は、上記貯水タンク内に固定された小タンクと、この小タンク部
内に設けられその水位の変動に伴って上下動することにより上記給水弁の吐水及び止水を
切り替えるフロートと、上記小タンクに形成された上記貯水タンクとの第１の連通孔に設
けられ上記小タンクから上記貯水タンクへの洗浄水の一方向の流れを可能にする逆止弁と
、上記小タンクに形成された上記貯水タンクとの第２の連通孔に設けられ且つこの第２の
連通孔の開閉を切り替える切替弁と、を備え、上記切替弁の開弁時における上記第２の連
通孔の開口位置を変更することにより、上記排水弁が開弁して上記水洗便器に所定量の洗
浄水が供給されている間に上記給水弁が開弁して上記貯水タンク内に洗浄水が供給される
給水弁開弁時間を調整することができるように構成されていることを特徴とする水洗便器
のタンク構造。
【請求項３】
　上記切替弁は、上記小タンクの第２の連通孔にスライド可能に設けられた板部材を備え
、この板部材をスライドさせることにより上記第２の連通孔が開閉される請求項１又は２
に記載の水洗便器のタンク構造。
【請求項４】
　上記切替弁は、上記小タンクの底付近に設けられている請求項１乃至３の何れか１項に
記載の水洗便器のタンク構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗便器のタンク構造に係り、特に、水洗便器に洗浄水を供給する水洗便器
のタンク構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、水洗便器に洗浄水を供給する水洗便器のタンク構造として、洗浄水が貯水さ
れた貯水タンクから水洗便器に洗浄水が供給されている間における給水管から貯水タンク
に給水されるタイミングを遅らせることにより、節水効果を目的としたもの（例えば、特
許文献１及び特許文献２参照）や、トイレの洗浄音を静音化したもの（例えば、特許文献
３参照）が知られている。
【０００３】
【特許文献１】実開昭６３－１２６４７１号公報
【特許文献２】特開平６－１８５１００号公報
【特許文献３】特開２００７－３２７２１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、上述した従来の水洗便器のタンク構造においては、貯水タンクの排水弁
が開弁してから貯水タンクの水位の下降が開始して排水弁が閉弁するまでの間に給水弁が
開弁して貯水タンク内に給水され、予め貯水タンクに貯水されていた水と共に水洗便器に
流される洗浄水（いわゆる「追っかけ水」と呼ぶ）を給水する場合に、排水弁の開弁中に
おける給水弁の開弁を遅らせて貯水タンク内に洗浄水が供給されるときの給水弁の開弁時
間そのものについて、洗浄水量の異なる便器や使用状況の必要に応じて変更して調整する
ことが難しいという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上述した従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、いわゆる
「追っかけ水」を給水している際の給水弁の開弁時間について、簡易な構造により洗浄水
量の異なる便器や使用状況の必要に応じて変更して調整することができる水洗便器のタン
ク構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために本発明は、水洗便器に洗浄水を供給する水洗便器のタンク
構造であって、外部の給水源に接続された給水管と、この給水管から供給される洗浄水が
貯水される貯水タンクと、上記給水管から供給される洗浄水の上記貯水タンク内への吐水
及び止水を切り替える給水弁と、上記貯水タンクから供給される洗浄水の上記水洗便器へ
の吐水及び止水を切り替えて洗浄水を上記水洗便器に供給する排水弁と、上記排水弁が開
弁して上記水洗便器に所定量の洗浄水が供給されている間に上記給水弁が開弁して上記貯
水タンク内に洗浄水が供給される給水弁開弁時間を洗浄水量の異なる水洗便器や使用状況
の必要に応じて変更して調整することができる開弁時間調整手段と、を有し、上記開弁時
間調整手段は、上記貯水タンク内に固定された小タンクと、この小タンク部内に設けられ
その水位の変動に伴って上下動することにより上記給水弁の吐水及び止水を切り替えるフ
ロートと、上記小タンクに形成された上記貯水タンクとの第１の連通孔に設けられ上記小
タンクから上記貯水タンクへの洗浄水の一方向の流れを可能にする逆止弁と、上記小タン
クに形成された上記貯水タンクとの第２の連通孔に設けられ且つこの第２の連通孔の開閉
を切り替える切替弁と、を備え、上記切替弁の開弁時における上記第２の連通孔の開口面
積を変更することにより、上記排水弁が開弁して上記水洗便器に所定量の洗浄水が供給さ
れている間に上記給水弁が開弁して上記貯水タンク内に洗浄水が供給される給水弁開弁時
間を調整することができるように構成されていることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、排水弁が開弁してから貯水タンクの水位の下
降が開始して排水弁が閉弁するまでの間に給水弁が開弁して貯水タンク内に給水され、予
め貯水タンクに貯水されていた水と共に水洗便器に流される洗浄水（いわゆる「追っかけ
水」）の給水量について、洗浄水量の異なる便器や使用状況の必要に応じて開弁時間調整
手段により調整することができる。また、開弁時間調整手段の簡易な構成により、切替弁
の開弁時における小タンクの第２の連通孔の開口面積を単純に変更するだけで、貯水タン
ク内に給水される洗浄水（いわゆる「追っかけ水」）を給水している際の給水弁開弁時間
を容易に調整することができる。さらに、簡易な構成であるため、生産コストを抑えるこ
とができる。
【０００８】
　本発明は、水洗便器に洗浄水を供給する水洗便器のタンク構造であって、外部の給水源
に接続された給水管と、この給水管から供給される洗浄水が貯水される貯水タンクと、上
記給水管から供給される洗浄水の上記貯水タンク内への吐水及び止水を切り替える給水弁
と、上記貯水タンクから供給される洗浄水の上記水洗便器への吐水及び止水を切り替えて
洗浄水を上記水洗便器に供給する排水弁と、上記排水弁が開弁して上記水洗便器に所定量
の洗浄水が供給されている間に上記給水弁が開弁して上記貯水タンク内に洗浄水が供給さ
れる給水弁開弁時間を洗浄水量の異なる水洗便器や使用状況の必要に応じて変更して調整
することができる開弁時間調整手段と、を有し、開弁時間調整手段は、貯水タンク内に固
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定された小タンクと、この小タンク部内に設けられその水位の変動に伴って上下動するこ
とにより上記給水弁の吐水及び止水を切り替えるフロートと、上記小タンクに形成された
上記貯水タンクとの第１の連通孔に設けられ上記小タンクから上記貯水タンクへの洗浄水
の一方向の流れを可能にする逆止弁と、上記小タンクに形成された上記貯水タンクとの第
２の連通孔に設けられ且つこの第２の連通孔の開閉を切り替える切替弁と、を備え、上記
切替弁の開弁時における上記第２の連通孔の開口位置を変更することにより、上記排水弁
が開弁して上記水洗便器に所定量の洗浄水が供給されている間に上記給水弁が開弁して上
記貯水タンク内に洗浄水が供給される給水弁開弁時間を調整することができるように構成
されている。
　このように構成された本発明においては、排水弁が開弁してから貯水タンクの水位の下
降が開始して排水弁が閉弁するまでの間に給水弁が開弁して貯水タンク内に給水され、予
め貯水タンクに貯水されていた水と共に水洗便器に流される洗浄水（いわゆる「追っかけ
水」）の給水量について、洗浄水量の異なる便器や使用状況の必要に応じて開弁時間調整
手段により調整することができる。また、開弁時間調整手段の簡易な構成により、切替弁
の開弁時における小タンクの第２の連通孔の開口位置を単純に変更するだけで、貯水タン
ク内に給水される洗浄水（いわゆる「追っかけ水」）を給水している際の給水弁開弁時間
を容易に調整することができる。さらに、簡易な構成であるため、生産コストを抑えるこ
とができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、切替弁は、小タンクの第２の連通孔にスライド可能に設
けられた板部材を備え、この板部材をスライドさせることにより上記第２の連通孔が開閉
される。
　このように構成された本発明においては、切替弁の板部材を単純にスライドさせるだけ
で第２の連通孔の開口面積又は開口位置を変更することができ、貯水タンク内に給水され
る洗浄水（いわゆる「追っかけ水」）の給水における給水弁開弁時間を容易に調整するこ
とができ、メンテナンスも容易である。また、切替弁が板部材を備えた簡易な構造である
ため、生産コストを抑えることができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、切替弁は、小タンクの底付近に設けられている。
　このように構成された本発明においては、切替弁が小タンクの底付近に設けられたこと
により、小タンク内の洗浄水が逆止弁の開弁によって小タンクの第１の連通孔を経て貯水
タンクに供給されると共に、切替弁の開弁によっても第２の連通孔を経て貯水タンクに供
給されるため、小タンク内の洗浄水を効率よく貯水タンクに供給することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の水洗便器のタンク構造によれば、いわゆる「追っかけ水」を給水している際の
給水弁の開弁時間について、簡易な構造により使用状況の必要に応じて変更して調整する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面により、本発明の実施形態による水洗便器のタンク構造を説明する。
　まず、図１により、本発明の水洗便器のタンク構造が適用される水洗便器の一例を説明
する。図１は本発明の水洗便器のタンク構造が適用される水洗便器の断面図である。
　図１に示すように、水洗便器１は、陶器からなる便器本体２を有し、この便器本体２に
は、汚物を受けるボウル部４と、このボウル部４の底部から延びる排水トラップ管路６と
、ジェット吐水を行うジェット吐水口８と、リム吐水を行うリム吐水口１０が形成されて
いる。
　ジェット吐水口８は、ボウル部４の底部に形成されており、排水トラップ管路６の入口
に指向してほぼ水平に配置され、洗浄水を排水トラップ管路６に向けて吐水するようにな
っている。リム吐水口１０は、ボウル部４の左側上部後方に形成されており、ボウル部４
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の上縁に沿って洗浄水を吐出するようになっている。
【００１３】
　ジェット吐水口８及びリム吐水口１０のそれぞれは、ボウル部４周辺に形成されるそれ
ぞれの導水路（図示せず）を介して本実施形態による水洗便器のタンク構造１２に接続さ
れている。このタンク構造１２については、ジェット吐水口８が接続されるジェットタン
ク１４、及び、リム吐水口１０が接続されるリムタンク１６の２つの貯水タンクを含み、
後述するように便器洗浄水供給装置を含む種々の機器が設けられている。
【００１４】
　つぎに、図２及び図３により、本発明の第１実施形態による水洗便器のタンク構造を説
明する。図２は、本発明の第１実施形態による洗浄水タンクの内部を上方から見た平面図
であり、タンク構造の蓋部を省略し、便器本体側が手前になるように示している。図３は
、図２のIII-III線に沿って見た洗浄水タンクの断面図である。
　図２及び図３に示すように、ジェットタンク１４の底面には、ジェット吐出口１４ａを
開閉可能なジェット排水弁３０が設けられている。このジェット排水弁３０は、玉鎖（図
示せず）によって、洗浄操作レバー３２に連結された操作機構部３４に接続されている。
そして、洗浄操作レバー３２を回すと、このジェット排水弁３０が引き上げられて所定時
間ジェット吐出口１４ａが開放され、ジェットタンク１４内に収容されている洗浄水がジ
ェット吐水口８に流れるようになっている。
【００１５】
　また、リムタンク１６の底面には、リム吐出口１６ａを開閉可能なリム排水弁３６が設
けられている。このリム排水弁３６も、ジェット排水弁３０と同様に、玉鎖（図示せず）
によって、操作機構部３４に接続されている。そして、洗浄操作レバー３２を回すと、こ
のリム排水弁３６が引き上げられて所定時間リム吐出口１６ａが開放され、リムタンク１
６内に収容されている洗浄水がリム吐水口１０に流れるようになっている。
　本実施形態では、一度の操作でジェット排水弁３０とリム排水弁３６を開弁することが
できるように設定されている。
【００１６】
　さらに、タンク構造１２のジェットタンク１４内には、便器洗浄水供給装置４０が設け
られている。この便器洗浄水供給装置４０は、主要部として、給水弁として機能するダイ
アフラム弁４２と、このダイアフラム弁４２を開閉させると共にその開弁時間を調整する
ことができる開弁時間調整装置４４（詳細は後述する）と、止水栓４６を介して外部の給
水源である水道に接続された給水管４８とを有している。
【００１７】
　また、給水管４８は、止水栓４６からタンク構造１２の底部まで延びる第１部分４８ａ
と、ジェットタンク１４の底部からダイアフラム弁４２まで延びる第２部分４８ｂと、ダ
イアフラム弁４２からリムタンク１６への給水口４８ｃまで延びる第３部分４８ｄとで構
成されている。そして、ダイアフラム弁４２が開弁すると、洗浄水が給水口４８ｃからリ
ムタンク１６内に供給されるようになっており、ジェットタンク１４の洗浄水の水位が所
定水位を超えるとダイアフラム弁４２が閉鎖され、洗浄水のリムタンク１６への供給が止
まるようになっている。
【００１８】
　つぎに、図４及び図５により、上述した便器洗浄水供給装置４０の開弁時間調整装置４
４の詳細について説明する。
　図４は本実施形態の水洗便器のタンク構造における便器洗浄水供給装置を示す斜視図で
あり、図５は図２の開弁時間調整装置の部分におけるＶ－Ｖ線に沿って見た断面図である
。
　図４及び図５に示すように、便器洗浄水供給装置４０の開弁時間調整装置４４は、ジェ
ットタンク１４の底部からダイアフラム弁４２まで延びる給水管４８の第２部分４８ｂに
設けられた柱部材５０に固定された小タンク５２を備えている。
【００１９】
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　小タンク５２は上方が開口した桶状の形態となっており、この小タンク５２の内部には
フロート５４が上下方向に摺動可能に受け入れられている。ジェットタンク１４内の水位
が小タンク５２の上縁５２ａを超えると、洗浄水が小タンク５２とフロート５４の隙間か
ら小タンク５２内に流入するようになっている。また、フロート５４は、下方が開口した
形態となっており、小タンク５２内の水位に応じて浮力により上下動するようになってい
る。
【００２０】
　また、フロート５４の上端には縦アーム５６が固定されており、この縦アーム５６は、
ダイアフラム弁４２の支点４２ａを中心に揺動可能に結合された横アーム５８に連結され
ている。フロート５４と縦アーム５６が上下動すると、横アーム５８が揺動してダイアフ
ラム弁４２の開閉が行われ、吐水及び止水が切り替えられるようになっている。
　すなわち、小タンク５２内の水位がほぼ満水状態である最高水位となる場合には、フロ
ート５４が最高位置まで浮上しており、縦アーム５６を介して横アーム５８がダイアフラ
ム弁４２を閉弁するようになっている。一方、小タンク５２内の水位が最低水位となる場
合には、フロート５４が最低位置まで下降しており、縦アーム５６を介して横アーム５８
がダイアフラム弁４２を開弁するようになっている。
　なお、図５では、参考のため、最低位置まで下降した状態のフロート５４も仮想線で図
示されている。
【００２１】
　さらに、小タンク５２の底面５２ｂの一部には、小タンク５２とジェットタンク１４と
を連通する第１の連通孔６０が形成され、この第１の連通孔６０には逆止弁６２が設けら
れている。この逆止弁６２を形成する弁部材６２ａは、ジェットタンク１４の水位の浮力
によって浮いているため、ジェットタンク１４の水位が小タンク５２の底面５２ｂを上回
っている間は連通孔６０を閉鎖している。また、ジェットタンク１４の水位が小タンク５
２の底面５２ｂを下回ると、弁部材６２ａが連通孔６０を開放するように下降し、小タン
ク５２内に収容されている洗浄水がジェットタンク１４内へ流出するようになっている。
　なお、図５では、参考のため、最低位置まで下降した状態の逆止弁６２も仮想線で図示
されている。
【００２２】
　また、小タンク５２の底面５２ｂ付近の側壁５２ｃには、小タンク５２とジェットタン
ク１４とを連通する第２の連通孔６４が形成されている。
　さらに、小タンク５２の底面５２ｂ付近の側壁５２ｃには、第２の連通孔６４を開閉す
る切替弁６６が設けられている。この切替弁６６は、第２の連通孔６４に対して上下方向
にスライド可能に設けられた板部材６６ａを備え、この板部材６６ａをスライドさせるこ
とにより上記第２の連通孔６４の開口面積を変更することができるようになっている。
【００２３】
　つぎに、図６及び図７を参照して、本発明の実施形態による水洗便器のタンク構造の動
作（作用）を説明する。
　図６は、本実施形態の水洗便器のタンク構造における各部の動作の一例を示すタイムチ
ャートである。なお、図６の横軸は時間を示している。また、図６中の「排水弁」という
項目はジェット排水弁３０及びリム排水弁３６の開閉状態を示しており、「貯水タンク水
位」という項目はジェットタンク１４及びリムタンク１６の水位の高低を示している。さ
らに、「給水弁」という項目は切替弁６６を完全に閉じた状態におけるダイアフラム弁４
２の開閉状態を示しており、「小タンク水位」という項目は小タンク５２の水位の高低を
示している。また、パターンＡについては、切替弁６６により小タンク５２の第２の連通
孔６４を完全に閉鎖した状態におけるダイアフラム弁４２の開閉及び小タンク５２の水位
の挙動を示しており、パターンＢについては、切替弁６６により小タンク５２の第２の連
通孔６４が所定の開口面積で開放された状態におけるダイアフラム弁４２の開閉及び小タ
ンク５２の水位の挙動を示している。
　また、図７は、切替弁の挙動と小タンク内の水位の様子を模式的に示す説明図である。
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【００２４】
　まず、水洗便器１の洗浄を行う際に、洗浄操作レバー３２を回すと、時間Ｔ１において
、ジェット排水弁３０が引き上げられて所定時間ジェット吐出口１４ａが開放され、ジェ
ットタンク１４内に収容されている洗浄水がジェット吐水口８に流れると共に、リム排水
弁３６がリム排水弁３６が引き上げられて所定時間リム吐出口１６ａが開放され、リムタ
ンク１６内に収容されている洗浄水がリム吐水口１０に流れる。これにより、ジェットタ
ンク１４内及びリムタンク１６内の水位が下降する。そして、ジェットタンク１４内及び
リムタンク１６内の洗浄水は、時間経過した後、時間Ｔ４においてジェット排水弁３０及
びリム排水弁３６が閉弁する。
【００２５】
　つぎに、以下パターンＡの動作について説明する。
　切替弁６６により小タンク５２の第２の連通孔６４を完全に閉鎖した状態では、時間Ｔ
１～Ｔ２までの間は、ジェットタンク１４の水位が小タンク５２の底面５２ｂと同じ水位
よりも上回っており、ジェットタンク１４の水位の浮力により逆止弁６２が上昇して小タ
ンク５２の第１の連通孔６０を閉鎖している。
【００２６】
　また、時間Ｔ２でジェットタンク１４の水位がさらに下降し、小タンク５２の底面５２
ｂの第１の連通孔６０と同じ水位を下回ると、逆止弁６２が小タンク５２の第１の連通孔
６０を開放し、小タンク５２の水位が下がり始める。
【００２７】
　さらに、時間Ｔ３で小タンク５２の水位が低下すると共にフロート５４が最低位置まで
下降すると、ダイアフラム弁４２が開弁し、洗浄水が給水口４８ｃからリムタンク１６内
に供給される。そして、時間Ｔ５において、ジェットタンク１４の洗浄水の水位が所定水
位を超えるとダイアフラム弁４２が閉弁し、洗浄水のリムタンク１６への供給が止まる。
【００２８】
　また、時間Ｔ１でジェット排水弁３０及びリム排水弁３６が開弁してからジェットタン
ク１４及びリムタンク１６の水位の下降が開始して排水弁が閉弁する時間Ｔ４までの間、
時間Ｔ３でダイアフラム弁４２が開弁し、洗浄水が給水口４８ｃからリムタンク１６内に
給水され、この給水は、予めリムタンク１６に貯水されていた水と共に時間Ｔ４まで水洗
便器１に流される。
　すなわち、図６にＷAで示す時間Ｔ３～Ｔ４まで給水領域は、いわゆる「追っかけ水」
と呼ぶれるものであり、ダイアフラム弁４２を開弁する開弁時間を調整して時間Ｔ３を変
更することにより、給水口４８ｃからリムタンク１６内に追っかけ水を給水している際の
ダイアフラム弁４２の開弁時間を調整することができる。
【００２９】
　つぎに、以下パターンＢの動作について説明する。パターンＡと共通する部分について
は説明を省略する。パターンＢでは、切替弁６６の板部材６６ａが上方にスライドされ、
小タンク５２の第２の連通孔６４を所定の開口面積で開放されているため、小タンク５２
内の洗浄水が第２の連通孔６４からジェットタンク１４内へ流出する分、パターンＡの場
合よりも小タンク５２内の水位低下の速度が速く、時間Ｔ２よりも早い時間Ｔ２’で小タ
ンク５２内の水位が下降し始める。
【００３０】
　そして、パターンＡの時間Ｔ３よりも早い時間Ｔ３’でフロート５４が最低位置まで下
降し、ダイアフラム弁４２が開弁し、洗浄水が給水口４８ｃからリムタンク１６内に供給
される。
　ジェット排水弁３０及びリム排水弁３６が閉弁する時間Ｔ４はパターンＡと同じである
ため、図６にＷBで示す時間Ｔ３’～Ｔ４まで給水領域は、パターンＡの給水領域ＷAとよ
りも大きくなり、追っかけ水の給水量が多くなる。
【００３１】
　上述した本実施形態の水洗便器のタンク構造１２によれば、便器洗浄水供給装置４０の
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開弁時間調整装置４４の簡易な構造により、切替弁６６の開弁時における小タンク５２の
第２の連通孔６４の開口面積を単純に変更するだけで、リムタンク１６内に給水される洗
浄水（いわゆる「追っかけ水」）を給水している際のダイアフラム弁４２の開弁時間を容
易に調整することができる。また、簡易な構造であるため、生産コストを抑えることがで
きる。
　より具体的には、切替弁６６の板部材６６ａを単純にスライドさせるだけで第２の連通
孔６４の開口面積を変更することができ、給水口４８ｃからリムタンク１６内に給水され
る追っかけ水を給水している際のダイアフラム弁４２の開弁時間を容易に調整することが
でき、メンテナンスも容易である。また、切替弁６６が板部材６６ａを備えた簡易な構造
であるため、生産コストを抑えることができる。
　さらに、切替弁６６と第２の連通孔６４が小タンク５２の底面５２ｂ付近の側壁５２ｃ
に設けられているため、小タンク５２内の洗浄水が逆止弁６２の開弁によって小タンク５
２の第１の連通孔６０を経てジェットタンク１４に供給されると共に、切替弁６６の開弁
によっても第２の連通孔６４を経てジェットタンク１４に供給されるため、小タンク５２
内の洗浄水を効率よくジェットタンク１４に供給することができる。
【００３２】
　なお、上述した本実施形態の水洗便器のタンク構造１２においては、一例として、切替
弁６６と第２の連通孔６４が小タンク５２の底面５２ｂ付近の側壁５２ｃに設けられた形
態について説明したが、このような形態に限定されず、切替弁６６と第２の連通孔６４は
、小タンク５２の底面５２ｂを形成する底壁に設けて、第２の連通孔６４の開口面積を変
更するようにしてもよい。要するに、切替弁６６と第２の連通孔６４を設ける位置を小タ
ンク５２の底付近に設定すれば実施可能である。
【００３３】
　上述した本実施形態の小タンク５２においては、一例として、小タンク５２に逆止弁６
２が設けられた場合を説明したが、このような形態に限定されず、一例として、逆止弁６
２を小タンクの水位降下がジェットタンクの水位降下よりも遅くなる程度の大きさの開口
穴に変更しても、ジェットタンク１４及びリムタンク１６から水洗便器に洗浄水が供給さ
れている間における給水口４８ｃからジェットタンク１４及びリムタンク１６に給水され
る洗浄水（いわゆる「追っかけ水」）給水時のダイアフラム弁４２の開弁時間を切替弁６
６にて調整することができる。さらに言えば、このような開口穴と切替弁を一体に形成し
ても実施可能である。
【００３４】
　また、小タンクの第２の連通孔６４が閉鎖されている場合において、小タンク５２に逆
止弁６２を設けたことの利点を以下に述べる。ジェットタンク１４からの排水時において
、ジェットタンク１４の水位が下降し、小タンク５２の底面５２ｂの第１の連通孔６０と
同じ水位を下回るまで、ジェットタンク１４の水位の浮力が逆止弁６２に作用し、小タン
ク５２の第１の連通孔６０を閉鎖しているため、ジェットタンク１４及びリムタンク１６
から水洗便器に洗浄水が供給されている間における給水口４８ｃからジェットタンク１４
及びリムタンク１６に給水されるタイミングをより確実に遅らせることができる。ジェッ
トタンク１４への給水時において、ジェットタンク１４の水位が上昇し、小タンク５２の
底面５２ｂの第１の連通孔６０と同じ水位を上回ると、ジェットタンク１４の水位の浮力
が逆止弁６２に作用し、小タンク５２の第１の連通孔６０を閉鎖する。そして、ジェット
タンク１４内の水位が小タンク５２の上縁５２ａを超えると、洗浄水が小タンク５２とフ
ロート５４の隙間から一気に小タンク５２内に流入するため、勢い良くフロートが上昇し
、ダイアフラム弁４２を強固に押つけ閉弁することができる。
【００３５】
　つぎに、本発明の第２実施形態による水洗便器のタンク構造について説明する。
　図８は、切替弁の挙動と小タンク内の水位の様子を模式的に示す、図７と同様な説明図
である。ここで、図８において、図７と同一の部分については同一の符号を付し、それら
の説明は省略する。
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　図８に示すように、本実施形態の水洗便器のタンク構造においては、切替弁７６が、上
下方向に複数配列された板部材７６ａ，７６ｂ，７６ｃを備え、これら板部材７６ａ，７
６ｂ，７６ｃのうちの１つをスライドさせることにより、第２の連通孔６４の開口位置を
上下方向に変更できるようになっている。
【００３６】
　本発明の第２実施形態による水洗便器のタンク構造によれば、板部材７６ａ，７６ｂ，
７６ｃのいずれか１つをスライドさせて第２の連通孔６４の開口位置を上下方向に変更す
ることにより、第２の連通孔６４から流出する小タンク５２内の洗浄水の流速が変化する
ため、小タンク５２内の水位低下の速度も変更することができる。具体的には、最も高い
位置に配列された板部材７６ａをスライドさせた場合よりも、最も低い位置に配列された
板部材７６ｃをスライドさせた場合の方が、小タンク５２内の水位低下の速度が速くなる
。すなわち、小タンク５２の第２の連通孔６４の開口位置が低いほど、追っかけ水の給水
量も多くなる。
【００３７】
　また、本実施形態による水洗便器のタンク構造によれば、切替弁７６の板部材７６ａ，
７６ｂ，７６ｃのいずれか１つを単純にスライドさせるだけで第２の連通孔６４の開口位
置を簡単に変更することができるため、給水口４８ｃからリムタンク１６内に給水される
追っかけ水を給水している際のダイアフラム弁４２の開弁時間を簡易な構造で容易に調整
することができる。
【００３８】
　上述した本実施形態の水洗便器のタンク構造１２においては、一例として、ジェットタ
ンク６６とリムタンク１６の二重タンク構造に本件発明を適用した場合ついて説明したが
、このような形態に限定されずに、貯水タンクのみからなる場合に適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の第１実施形態による水洗便器のタンク構造が適用される水洗便器の断面
図である。
【図２】本発明の第１実施形態による洗浄水タンクの内部を上方から見た平面図である。
【図３】図２のIII-III線に沿って見た洗浄水タンクの断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態による水洗便器のタンク構造における便器洗浄水供給装置
を示す斜視図である。
【図５】図２の開弁時間調整装置の部分におけるＶ－Ｖ線に沿って見た断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態による水洗便器のタンク構造における各部の動作の一例を
示すタイムチャートである。
【図７】本発明の第１実施形態による水洗便器のタンク構造における切替弁の挙動と小タ
ンク内の水位の様子を模式的に示す説明図である。
【図８】本発明の第２実施形態による水洗便器のタンク構造における切替弁の挙動と小タ
ンク内の水位の様子を模式的に示す説明図である。
【符号の説明】
【００４０】
１　水洗便器
２　便器本体
４　ボウル部
６　排水トラップ管路
８　ジェット吐水口
１０　リム吐水口
１２　タンク構造
１４　ジェットタンク
１６　リムタンク
３０　ジェット排水弁
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３６　リム排水弁
４０　便器洗浄水供給装置
４２　ダイアフラム弁
４４　開弁時間調整装置
４８　給水管
５２　小タンク
５４　フロート
５６　縦アーム
５８　横アーム
６０　第１の連通孔
６２　逆止弁
６４　第２の連通孔
６６　切替弁
６６ａ，７６ａ，７６ｂ，７６ｃ　板部材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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